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Table2a.樹脂加工による重量および強度の変化
重量の増加 (原紙に対し)
日 ∴ -;_;- -:∴ ∴‥_---:_:-:麺 ~二 :._












Aal-Ael:絞り率 2.5 Aa2-･Ae2:絞り率 2.0
Table2b.樹脂加工による厚さおよび透気度の変化
透気度の変化 (ガ-レ-透気度)厚 さ の 変 化























が,本実験においてほ,NUKP (針葉樹クラフト末晒パルプ)をマーセル化 したもの (MK),







記 号 原料パルプ gp_RT恩讐欝匝 含浸用フェノール樹脂
MHK








































































































電気抵抗については含浸樹脂の pH が大きな影響をおよばすようであり, 同一原料より造
った原紙を用いても,アルカリ性の樹脂を含浸した場合の方が,電気抵抗が大きいという傾向































の実験範囲ではその影響は著 しくない.｡あの程度の樹脂附着率 (約40%)以上になると,厚 さ
Table5a 含浸用樹脂濃度と樹脂附着率および厚さの変化との関係
重 量 の 増 加
原野慧芦 1含警後 l乾碧後 l讐晶 誇
着率)% 芸嘉 i剛旨募有率
厚 さ の 変 化
Table5b.含浸用樹脂濃度と 透気性,強度および電気抵抗との関係
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久性等 といわれているが,測定方法は従来の木製セパ レーターの場合 と同様な方法によってい
るが,その試験には長時間を 必要 とするため, 代用的方法 として化学的耐酸性試験を 行なっ
た｡化学的試験方法には硫酸液中に酸化剤を溶解したものを使用する事が普通であるが,本実
験は規定濃度の硫酸による煮沸試験を行なった｡すなわち比重 1.20の硫酸液中に30分～32時


















樹 用旨 濃 度 Eセパレーター重量
% 1 g/m2
樹 脂 附 着 率
%
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* 鼻位 kg/15mm, ** 単位 g/7.5cm2
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試験結果は Table6に示した｡
煮沸時間と共に引張強度は減少するが,樹脂含有率の小さい程,分解される度合が大である
が,約30%以上の含有率となると強度減少の度合が少なくなるO
また分解の初期において強度減少の著しい事が認められた｡
重量減少率と煮沸時間の関係は,強度減少率と煮沸時間の関係程明瞭ではない｡
電気的酸化試験の場合,紙屑の最も薄弱な個所の耐酸化性によって測定値が決定S_れ甘性質
のものであ右が,かかる観点より,煮沸試験においては強度減少率測定の方が,重量減少率測
定よりも,より合理的であると思われる｡
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